
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期高齢者の医療費窓口負担 

2023 年 12 月 6 日 №171 

日本共産党 前杉並区議会議員 

杉並区民新聞 2023 年 12 月号外 杉並区民新聞社 本天沼 2-15-12 日本共産党杉並地区委員会は以上の見解を発表しました。 

 

ま
た
、
２
割
負
担
の
人
が
仮
に
１
割

負
担
だ
っ
た
場
合
と
の
比
較
で
は
、
約

３８
億
円
の
医
療
給
付
費
の
削
減
と
な

っ
た
こ
と
も
示
さ
れ
ま
し
た
。 

元
の
１
割
負
担
に
戻
せ 

 

く
す
や
ま
議
員
は
、
「
〝
こ
れ
ま
で

月
に
１
回
通
院
し
て
い
た
が
２
カ
月

に
１
回
に
し
た
〟
〝
在
宅
医
療
は
自

己
負
担
が
高
い
の
で
往
診
の
回
数
を

減
ら
し
た
〟
な
ど
の
声
を
聴
い
て
い

る
。
高
齢
者
が
経
済
的
な
理
由
で
必
要

な
医
療
を
控
え
て
い
る
事
態
を
ど
う

認
識
し
て
い
る
の
か
」
と
質
問
。
広
域

連
合
の
担
当
課
長
は
、
〝
大
き
な
受
診

控
え
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
は
考
え

て
い
な
い
〟
と
の
認
識
を
示
し
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
、
調
査
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
答
え
ま
し
た
。 

１１
月
２４
日
、
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会
が
開
催
さ

れ
、
日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団
の
く
す
や
ま
美
紀
議
員
は
２
０
２
２
年
度
の
決

算
認
定
に
つ
い
て
質
疑
と
討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

２
割
負
担
で
受
診
日
数
は
減
少 

医
療
費
は
３
８
億
円
削
減 

◆「後期高齢者医療広域連合議会」

とは？ 

７５歳以上の高齢者が加入する後

期高齢者医療の予算を定めたり、

条例の制定・改廃等を審議・決定

する機関。議員は６２区市町村か

ら選ばれた議員３１人で構成。任

期は２年。2023・24 年度は杉並

区はくすやま区議。 

X（旧 Twitter）ID 
 

討
論
で
は
「
高
齢
者
の
多
く
は
定

期
的
に
受
診
が
必
要
な
病
気
を
抱
え

て
い
る
。
年
金
の
引
き
下
げ
や
物
価

高
騰
が
く
ら
し
を
直
撃
し
て
お
り
、

元
の
１
割
負
担
に
戻
す
こ
と
、
来
年

度
の
保
険
料
に
つ
い
て
も
引
き
上
げ

る
べ
き
で
は
な
い
」
と
意
見
を
述
べ
、

決
算
認
定
に
反
対
し
ま
し
た
。 

来
年
度
も
大
幅
値
上
げ 

 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
２

年
毎
に
見
直
し
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

毎
回
値
上
げ
が
続
い
て
い
ま
す
。
２

０
２
４
・
２
５
年
度
の
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
来
年
１
月
の
広
域
連
合
議

会
に
正
式
に
提
案
さ
れ
ま
す
が
、
既

に
示
さ
れ
た
保
険
料
案
は
、
一
人
当

た
り
８
，
９
３
２
円
の
大
幅
値
上
げ

と
な
る
も
の
で
す
。
「
値
上
げ
や
め

よ
」
の
世
論
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。 

一人当たり平均保険料額（案） 

特別対策あり算定案 

2022 

23年度 
１０４，８４２円 

2024 

25年度 
１１３，７７４円 

増減 ８，９３２円 

増減率 ８．５％ 

 

 

２
０
２
２
年
度
は
、
保
険
料
の
引

き
上
げ
に
加
え
、
１０
月
か
ら
一
定
の

所
得
の
あ
る
高
齢
者
の
窓
口
負
担
が

１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

く
す
や
ま
議
員
の
質
疑
で
、
東
京

全
体
で
は
１
割
負
担
だ
っ
た
被
保
険

者
の
う
ち
、
２６
・
４
％
の
人
が
２
割

負
担
と
な
っ
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
２

割
負
担
に
な
る
前
後
の
受
診
日
数
を

比
較
す
る
と
、
２
割
負
担
の
人
は
１

割
負
担
の
人
よ
り
０
・
１３
日
少
な
か

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
２
割

負
担
の
導
入
が
受
診
抑
制
に
つ
な
が

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。 

◆都全体の負担割合

別の人数 

１割 105万 6124人 

２割 38万 3593人 

３割 23万 9777人 

◆22年度の保険料滞

納者数 ３万 1189人 

（前年度比 5547人、

21.6％の増加） 



   

情報公開と住民参加のまちづくりを 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

映
画
「
翔
ん
で
埼
玉
」
の
新
作
を
観

ま
し
た
。
極
端
な
ギ
ャ
グ
作
品
で
す

が
、
埼
玉
出
身
者
と
し
て
一
応
は
見

て
お
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。 

今
回
は
敵
が
大
阪
と
い
う
設
定
。

も
ち
ろ
ん
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
が
、

ど
こ
か
大
阪
維
新
の
会
を
彷
彿
さ
せ

る…

と
感
じ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
琵

琶
湖
よ
り
愛
を
こ
め
て
」
で
、
滋
賀
県

が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
主
人
公
た
ち

「
埼
玉
解
放
戦
線
」
の
メ
ン
バ
ー
は

船
で
命
辛
々
、
関
西
に
遠
征
し
ま
す
。 

   

時
代
設
定
は
不
明
。
戦
国
時
代
風

の
合
戦
シ
ー
ン
が
あ
る
一
方
、
ミ
サ

イ
ル
な
ど
の
描
写
が
あ
る
の
は
残
念

で
す
が
、
埼
玉
解
放
戦
線
の
「
差
別
を

な
く
す
」「
自
由
と
平
和
を
求
め
る
」

と
い
う
目
的
に
は
賛
同
で
き
ま
す
。 

 

今
年
も
月
に
一
度
は
映
画
を
観
た

い
と
思
い
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
何

作
か
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
以
降
、
映
画
館
や
舞
台
関
係
者
は

大
変
で
す
が
、
芸
術
は
私
た
ち
の
心

の
栄
養
と
な
り
、
世
界
観
を
広
げ
て

く
れ
る
の
で
応
援
し
た
い
で
す
ね 

。  

あ
き
こ
の
部
屋 

郵便振替 口座番号  

００１７０－９－１４０３２１ 

加入者名  

日本共産党災害募金係 

通信欄に[ガザ募金]と記載のこと。 

ガザ人道支援募金 
にご協力をお願いします。 

と

複線シールド工法の検討
署名にご協力を！ 

振
り
返
る
会
に
２
５
５
名
！ 

杉
並
区
は
住
民
と
の
対
話
の
場
と

し
て
、
８
月
と
１
０
月
に
「
阿
佐
ケ
谷

駅
北
東
地
区
ま
ち
づ
く
り
を
振
り
返

る
会
」
を
開
催
し
、
計
２
５
５
名
の
住

民
や
事
業
者
が
参
加
し
ま
し
た
。 

私
も
８
月
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
参

加
者
か
ら
は
「
杉
一
小
を
移
転
し
な
い

で
欲
し
い
」
「
杉
一
小
移
転
は
防
災
上

ど
う
な
の
か
」
「
病
院
跡
地
は
除
染
し

て
公
園
に
」
な
ど
、
活
発
な
質
問
や
意

見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
を
開
催 

区
は
１
２
月
に
下
記
の
日
程
で
オ

ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ネ

ル
展
示
の
前
で
区
の
職
員
が
説
明
し
、

参
加
者
か
ら
意
見
を
聴
き
ま
す
。 

各
日
、
終
了
前
の
一
時
間
程
度
、
参

加
者 

住民連絡会は２月の都議会での審

議に向け、引き続き署名に取り組

んでいます。みなさんのご協力を

お願いします。ご連絡くだされば

署名用紙をお届けします。 

募金は全額を

国連児童基金

(ユニセフ)に

届け、ガザの

人々への支援

に充てます。 

各
日
、
終
了
前
の
１
時
間
程
度
、
参

加
者
同
士
で
意
見
交
換
で
き
る
場
所

を
設
け
る
予
定
で
す
。 

パ
ネ
ル
展
示
を
要
望
し
実
現 

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
で
使
用
す
る
パ

ネ
ル
を
１
２
月
１
４
日
㈭
～
２
２
日

㈮
で
阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
の

１
階
ロ
ビ
ー
で
展
示
し
ま
す
。
広
く

住
民
に
周
知
す
る
た
め
、
党
区
議
団

の
小
池
め
ぐ
み
区
議
が
区
に
要
望

し
、
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
ま
す 

来
場
で
き
な
い
方
は
ア
ン
ケ
ー
ト

も
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら
も
区
に 

意
見
を
送
る
こ
と 

が
で
き
ま
す
。 

オープンハウスの日程 

12月 13日(水)午後５時～８時 

 阿佐谷地域区民センター２階 

12月 18日(月)午前 10時～午後１時 

  産業商工会館１階展示室 

12月 23日(土)午後２時～５時 

  杉並第一小学校体育館 

◆事前の申し込みは不要です。 

▲８月の振り返る会の様子 

 

 


